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平成２８年度 岡山学芸館高等学校 県外入試 解答解説（理科） 

 

 
【 正 解 】 ①ａ 斑晶  ｂ 石基  ② 等粒状組織  ③ ア，エ  ④ ウ 

⑤(1) 飽和水溶液  (2) イ  (3) (Ｐ)…ゆっくりと  (Ｑ)…急に 

(4) 地下の深いところで，ゆっくりと冷やされてできた。 

【 解 説 】 

① 比較的大きい鉱物の結晶を斑晶，ひじょうに小さな粒が集まってできている部分を石基という。  

② ほぼ同じ大きさの大きな粒が集まってできているつくりを，等粒状組織という。  

③ セキエイとチョウ石は，無色や白色の鉱物(無色鉱物)で，これらを多くふくむ火成岩は白っぽく見える。  

④ 冷えて固まると白っぽくなるマグマは，ねばりけが強い。ねばりけの強いマグマは激しく爆発的に噴火すること

が多く，火山の形は盛り上がったドームのような形になる。  

⑤(1) ある物質が一定量(100ｇ)の水にとける限度の量を溶解度といい，物質が溶解度までとけた水溶液を飽和水溶

液という。  

(2) 60℃のとき，ペトリ皿Ａには水 25ｇにミョウバン 13.0ｇがとけた水溶液が入っている。表より，20℃の水 100

ｇにとけるミョウバンの質量は 11.4ｇだから，20℃の水 25ｇにとける質量は，11.4×
25

100
 ＝2.85〔ｇ〕 

よって，20℃のときに結晶となって出てくるミョウバンの質量は，13.0－2.85＝10.15〔ｇ〕より，約 10.2ｇで

ある。 

(3) ペトリ皿Ａは約 60℃の水に入れたままなので，ゆっくりと冷える。ペトリ皿Ｂは途中で氷水に入れたので，

急に冷やされる。 

(4) 水溶液がゆっくりと冷やされたペトリ皿Ａで，火成岩Ｙのような大きな結晶ができたことから，火成岩Ｙは地

下の深いところでゆっくりと冷えたと考えられる。 

 

 

 
【 正 解 】 ①(1) 実像  (2) (光の)屈折  ② 20〔㎝〕 

③ 右の図 

④ (Ａ)…近くなった  (Ｂ)…小さくなった  

⑤ オ 

【 解 説 】 

①(1) 光が実際にスクリーンに集まってできる像を，実像という。 

(2) 空気やガラス，水などの中を通る光は，それぞれの物質の境界を通るときに，進む向きを変える。この現象を

光の屈折という。 

② 物体と凸レンズの距離が焦点距離の２倍であるとき，凸レンズとスクリーンの距離も焦点距離の２倍になる。よ

って，焦点距離は，40〔㎝〕÷２＝20〔㎝〕 

③ ろうそくの先端から出て凸レンズの中心を通る光はそのまま直進するので，この光の道すじをかき入れると，ス

クリーン上のろうそくの像の先端の位置がわかる。点Ｐを通った光も，その位置に達する。  

④ 物体を凸レンズから遠ざけると，凸レンズと実像のできる位置との距離は近くなる。また，実像の大きさは小さ

くなる。  

⑤ 豆電球を焦点の位置に置くことで，豆電球から出て凸レンズを通った光は，すべて凸レンズの軸に平行に進むよ

うになる。よって，スクリーンを動かしても，明るい部分は形も大きさも変わらない。 

 

 
 

【 正 解 】 ①(1) 電解質  (2) H＋，Cl－  ② 60〔mA〕  ③ エ  ④ イ  

⑤ 操作…試験管の口にマッチの火を近づけた。  結果…音を出して気体が燃えた。  

⑥ (Ｘ)…化学  (Ｙ)…電気  ⑦ Ｂ，Ｃ  

【 解 説 】 

①(1) 水にとけると陽イオンと陰イオンに分かれる物質を電解質といい，その水溶液は電流を通す。  

(2) 塩化水素は，水にとけると水素イオン(H＋)と塩化物イオン(Cl－)に分かれる。 

② －端子は３Ｖに接続されているから，電圧計の示す値は 0.30Ｖである。よって，５Ωの抵抗に流れた電流は，オ

ームの法則より，0.30〔Ｖ〕÷５〔Ω〕＝0.06〔Ａ〕＝60〔mA〕 

③ 電圧計は，抵抗に並列につなぐ。また，電流計は抵抗に直列になるようにつなぐ。  

④ 亜鉛原子は，電子２個を放出して亜鉛イオン(Zn2＋)となり，水溶液中にとけ出す。 

⑤ 銅板の表面では，水素イオンが電子１個を受けとって水素原子となり，水素原子が２個結びついて水素分子がで

きる。水素を入れた試験管の口に火を近づけると，水素が爆発して燃え，水ができる。  

⑥ 電池 (化学電池 )は，物質のもっている化学エネルギーを，化学変化によって電気エネルギーに変えてとり出す装

置である。  

⑦ 電流の流れる水溶液(電解質の水溶液)と，２種類の金属の電極が必要である。炭素棒は金属ではないが，電極と

して使用することができる。  

 

 

 
【 正 解 】 ① 0.21〔秒〕  ② イ  ③ 感覚神経  ④ 末しょう神経  

⑤ 意識に関係なく起こる  ⑥ ウ 

⑦(1) 右の図  (2) 脳や内臓を保護する。からだを支える。など。  

【  解 説  】  

① １回目から３回目までの平均の時間は，(4.2＋4.3＋4.1)÷３＝4.2〔秒〕よって，Ａさんか

らＢさんまでの１人あたりにかかった平均の時間は，4.2÷20＝0.21〔秒〕 

② 実験での反応は，刺激に対して意識して起こす反応であるから，右手の皮膚に受けた刺激が

脳まで伝わってから命令が出される。 

③ 皮膚などの感覚器官からの刺激の信号を脳やせきずいに伝える神経を，感覚神経という。  

④ Ｙは，脳やせきずいからの命令の信号を筋肉に伝える運動神経である。脳やせきずいを中枢神経というのに対し

て，感覚神経と運動神経を末しょう神経という。  

⑤ 反射は，刺激に対して，意識しないで起こる反応である。 

⑥ 口に食物を入れたとき，だ液が出るのは，意識しないで起こる反射である。 

⑦(1) ＰやＱの筋肉は，関節をまたいで別々の骨につながっている。このため，筋肉Ｐ，Ｑがのびたり縮んだりする

ことによってうでの曲げのばしができる。 

(2) 骨には，からだを動かすことのほかに，からだを支えたり，脳や内臓を保護するはたらきがある。  
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